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フ タ モ ンア シ ナ ガ バ チ の 営 巣 活 動1*

(日本産社会性蜂類の研究VI)

守 本 陸 也

On the nesting activity of the founding female of 
 Polistes chinensis antennalis Perez. I (Studies 

   on the social Hymenoptera of Japan. VI) 

             Rokuya Morimoto

緒 言

社 会性 蜂 類 の進 化 の前 段 階 と考 え られ る単 独 性 蜂 類(solitarywasps)の 比 較 習性 学 的

研 究(Iwata,1942)に よる と,単 独 性 蜂 類 の営 巣 行 動 は,い わ ゆ る本 能 と呼 ば れ る非 常 に

精 巧 な 型 の 行 動環 か ら成 り立 つ て い る よ うで あ るが,こ れ は 幾 つ か の 目標 を 持 つ た 単 独 な

行 動(部 分 習性)に よつ て構 成 され て お り(完 習性),部 分 習 性 の排 列 は そ れ ぞ れ の 種 に

よつ て一定 して い る.

これ に対 して,社 会性 蜂類 の 営巣 行 動 は単 独 性 蜂 類 の よ うに,一 定 の型 に 従 つ て 展 開 す

る行 動環 とい うよ うな もの は な く,個 体 の 内 的,外 的 条 件 の変 化 に 対 応 す る非 常 に複 雑 且

つ適 応 的 な行 動 を取 る こ とが 多 い とみ な され て い る.

ア シ ナ ガバ チ類 の 営 巣 行 動 に つ い て はJanet(1903),duBuysson(1903),Steiner

(1930,1932),Rau(1918,1929,1933)を は じめ,数 多 くの研 究 が な され て い るが,擬 人 的

で あ つ た り,断 片 的 な観 察 が 多 く,掘 り下 げ た研 究 は 見 当 らな か つ た.然 し,近 年Pardi

(1942)はPolistesgallicus(Linne)を 使 つ て 社 会 行 動 に つ い て の一 連 の優 れ た研 究 を発

表 し,ア シナ ガ バチ の社 会 に於 け る順 位 と分 業 を 中心 とした 社 会 構 造 を明 らか に した.そ

のた め ア シナ ガバ チ類 の行 動 に つ い て の研 究 は 急 速 な 進 歩 を遂 げ つ つ あ る,

Deleurance(1957)は 同 じ くP.gallicus(Linne)を 材 料 とし て,実 験室 内 で行 つ た豊

富 な 観 察資 料 に基 い て造 巣 活動 を詳 細 に分 析 した 結 果,営 巣 初 期 に於 け る建 設 雌 の 造 巣 行

動 の行 動環,週 期 的,連 鎖的 な 行 動 過程 を 明 らか に した.

ア シ ナ ガバ チ類 で は,建 設 雌 が 幼 虫 を 保 護 し食 物 を与 え て養 育 す るだけ でな く,こ れ ら

の幼 虫 は成 虫 に な つ て後,巣 に留 ま り,建 設 雌 と協 力 してそ の後 の幼 虫 を 養 い,社 会 を成

して生 活す る.こ の よ うな 温 帯 に 於 け るア シ ナ ガバ チ類 の生 活 様 式 は,働 蜂 が建 設 雌 と協

力 して巣 を営 む 点か らす れ ば社 会 生活 に属 す るの で あ るが,建 設 雌 が 単 独 で巣 を造 り始 め

て か ら成 虫 が 羽化 し て来 る迄 の期間 の 生 活 は,前 社 会 性(sユbsocial)と 呼 ばれ るA〃odape

(岩 田.1938),Bembix(岩 田,1936)等 の生 活 様 式 と大 差 な い.従 つ て,ア シ ナ ガ バチ類 の
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行動を研究することによつて,単 独性蜂類の先天的に決定された行動系列,継 起的行動連

鎖(Tsuneki,1957,1958)が 解きほぐれて,社 会性蜂類に見られるような,調 整的で,社

会生活に適応した行動に変化して行 く中間的,移 行的な段階の 行動様式を知 ることができ

るであろう.

著者はこのような立場から,主 としてフタモンアシナガバチを使い,社 会性蜂類の営巣

行動や社会行動の研究を行つて来た.本 稿では造巣を開始して数 日経過した頃から,幼 虫

が孵化 する少し前迄の期間に於ける建設雌の営巣活動について報告する.

材 料並 びに方法,そ の他

ここに取挙げた観察は福岡市箱崎,九 州大学農学部東側の墓地に於いて行つた.観 察に

使つたNo.7005,No.7006,No.7009,No.7034,No.7036,No.7041,No.7047の7巣

は,す べてこの墓地内の石塔や石塔台石等に取付けていた.前 に(1954a,1954b)報 告し

た通 り,造 巣場所は巣の発展や建設雌の行動 と深い関係があると思われるので,個 々の巣

の造巣場所について簡単に記述する.

Fig. 1. Nesting site of the female (Nest No. 7036).



Fig. 2. Activity of the founding female (Nest No. 7005) on April 
  25, 1957. 0, Observation  time  ; Co, Construction of the nest ; Ca, 

  Care of the nest ; G, Going out; R, Resting. t , Oviposition.

No.7005.こ の巣は石塔台石の南側面 と,こ の南側に取付けられた水入れの東側面 とY'よ

つて形成され る南東に開いたL形 の空間(以 下台石南東の隅 と略称する)に 造つていた(第

1図 参照).蜂 は巣の支柱を水入れの東側面にほぼ垂直に取付けていた.造 巣場所は樹木

その他によつて覆われていないので,午 前申は巣及び それを取囲んでいる台石の南側面,

水入れの東側面に日光が直射 し,巣 及び造巣空間の温度は非常に高 くなる.然 し,午 後は

水入れの蔭に入るので温度は低 下し気温に近 くなる.

No.7006.こ の巣はNo.7005の 東,2.3m程 離れた石塔の台石南東の隅,No.7005と

同様な空間に造つていた.巣 は台石の南側面に乖直に取付けられていた.巣 を南向に取付

けているため,晴 天の日には巣の温度はNa.7005よ り高 くな り,4月 下旬既に30℃ 近

くなることがあつた

No.7009.こ の巣は前の2巣 と同様に台石南東の隅に造 り,巣 の支柱は台石の南側面に垂

直に取付けていた.前 の2巣 と同様,晴 天の日の午前中は巣及び造巣場所の温度は周囲の

気温に比べて著しく上昇した.

No.7034.こ の巣はNo.7009と 同じ墓石に造つていたが,こ の巣は石塔の東側の下面

に垂下していた.巣 に日光が直射す るのは朝早く,短 い時間だけであつたが,巣 の下の石



 Fig. 3. Activity of the founding female (Nest No. 7006) on 
                   April 25, 1957. 

Table 1. Details of seven nests during the observation period.



Fig. 4. Activity of the founding female (Nest No. 7009) on April 26, 1957. 

                   Table 2. Details of seven nests.

面 に は午 前 中,比 較 的長 時 間 日が 当 つ てい た,

No.7036.こ の巣 は台 石 南 東 の隅,台 石 の南 側 面 に垂 直 に 支 柱 を 付 け て い た.巣 を造 つ て

いた 空 間 の温 度 条 件 はNo.7006,No.7009と 大 体 同 じで あ ろ う.



Fig. 5. Activity of the founding female (Nest No. 7034) on 
                  April 26, 1957.

No・7041.こ の巣は墓地の周囲に廻らした石造 りの囲いの下面,石 の柱の前に垂下してい

た.巣 の北西部は囲いの石柱でさxぎ られていた.朝 の うちは巣や石柱に 日が当るので,晴

天の日の午前中には巣や造巣場所の温度は 気温より少し高 くなるであろ うと推察された.

No・7047.こ の巣はNo。7041と 同様,墓 地の石造 りの囲いの下面に垂下 していた.造 巣

場所の気温は他の6巣 に比べてこの巣が最も低 く,終 日周囲の気温 と大きな差はなかつた

であろうと推察された.

本稿で取挙げた建設雌の営巣活動の観察は,前 述したとお り,い ずれも造巣を開始して

問のない頃から,幼 虫が孵化す る直前迄の期間の巣について行つたものであるが,こ れら

の巣の観察前後に於ける巣の状態を参考迄に第1表 に示した.

造巣場所の温度その他の気象条件や,巣 が雨晒しになるか否かと云 うこと等は,そ れが

卵や幼虫の発育 と密接な関係があ ることと相まつて,建 設雌の行動に直接的に,或 いは間



Fig. 6. Activity of the  founding female (Nest No. 7005) on 
                  April 29, 1957.

接 的 に 種 々の 影 響 を 及 ぼ す で あ ろ う.然 し,観 測 器 材 が 不 備 の た め これ らの環 境 条 件 の測

定 を 殆 ん ど行 うこ とが で きず,従 つ て,気 象 環 境 の変 化 と営 巣 活 動 との 関係 を正 確 に知 る

こ とが で き なか つ た.

第2表 は 福 岡 管 区 気 象 台 に於 い て測 定 した観 察期 間 とそ の前後 の福 岡 地 方 の 気象 状 況 で

あ る.こ れ を見 る と明 らか に,こ の期 間 は 雨 天 の 日が 多 く観 察 が しば しば 中 断 した が,建

設 雌 の営 巣 活 動 も著 し く妨 げ られ た よ うで あ る.

営 巣 行 動 の分 析 は,観 察 を行 うに 当 つ て,先 ず 最 初 に試 み な け れ ば な らな い こ とで あ る.

Steiner(1932)はP.ga〃icus(Linne)の 社 会 生 活 に於 け る主 な 労働 を,Ruhen,Wa-

bendienst(Facheln,FutterBearbeitungandVerteilung),Bauen,Wassertransport,

Feldienst(EintragenflUssigerundfeaterNahrung)と して い る.PardiはSteiner

の研 究 を参 考 に し ては い るが,更 に 詳 細 にP.gallicus(Linne)の 初 期 多雌 社 会 に 於 け る



Fig. 7. Activity of the founding female (Nest No. 7006) on 
                  April 29, 1957.

基本 的 な 活動 を分 析 し て,Ripososulnid,Attivitasulnid,Attivitafouridelnide

assenza,Castrizione,Ovideposizione,Altreattivitaに 類 別」して い る.こ れ らの各・

は,更 に幾 つ か の,細 分 した 単純 な行 動 で構 成 され てい る.

Deleurance(1957)も ア シ ナ ガ バ チ類 の 営 巣 活 動 の うち,造 巣 活 動 に つ い て の分 析 を行

つ て い るが,そ の結 果 はPardiと 余 り違 つ てい な い.

著 者 は フ タモ ン ア シナ ガバ チ の建 設 雌 の造 巣 初 期 に 於 け る生 活 行 動 を 観 察 した結 果,第

3表 の よ うに分 析 した.Steinerの 研 究 は ミ ツバ チ の営 巣行 動 に つ い て のRoesch(1930)

の研 究 を参 考 に して い る よ うで あ るが,ア シ ナ ガバ チ類 で は ミツ バチ の よ うに 日令 に 従 つ

て巣 内 労働 と巣 外 労 働 とが 判 然 と分 化 して い るの で は な く,同 ・の 個 体 が10に 多種 類 の

行 動 をす る場 合 が あ る上 に,行 動 に よつ て は巣 の 内外 に わ た つ て行 うこ とが しば しば あ る

の で,巣 内,巣 外 の別 に 余 り囚 わ れ な い方 が よい と考 えた.



Table 3. Analyses of the behaviour pattern of the founding female of 

        Polistes chinensis antennalis Perez.

Behaviour supporting 
the existence of the 
individual

Behaviour supporting 
the existence of the 
brood

Behaviour only 
for herself 

Behaviour  for 
social life 

Protection of the 
nest or the 
territory 

Care of the nest 
or the brood 

Construction of 
the nest 

Foraging and 
 transportation 

of food 

Disposition of 
food and feeding 
larvae 

Oviposition

1. Resting 
2. Cleaning of the body 
3. Eating 
4. Escape 
5. Excretion 
6. Going out for unknown purpose 

7. Trophallaxis 
8. Behaviour determining the order of 

    dominance 
9. Display 

10. Guarding 
11. Attacking 

12. Inspection of the nest (only for care) 
13. Cleaning of the cell 
14. Fanning 
15. Transportation of water 
16. Putting drops of water 
17. Removal of excessive water 

18. Selection of the nesting site 
19. Coating of saliva 
20. Selection and collection of the pulp 
21. Construction of a new cell 
22. Strengthening of the piller 

23. Collection of honey or honeydew 
24. Storing of honey or honeydew 
25. Collection of animal food 
26. Transportation of animal food 

27. Supplying of honey or honeydew 
28. Supplying water 
29. Disposition of animal food 
30. Supplying of a flesh pellet of the prey 
31. Supplying the juices of the prey 
32. Egg eating and larva eating 

33. Egg laying

観察はすべて野外の自然条件下に行い,建 設雌の行動は第3表 の分析に従つて,で きる

だけ詳細に,そ の行動を開始した時刻 と共に記録 した.こ の時期に於ける建設雌の行動は

比較的に単純で,そ の上,余 り活発でないので接近して造巣している2,3の 巣について

同時に観察を行 うことができた.

観 察 結 果

巣毎の観察結果を第2-10図 に示した.こ れ らの図では便宜上,休 息としてまとめた行

動には体の清掃(第3表,unitbehaviourの ②,以 下番号のみを記す)を,不 明の外出

には外出中の摂食(③),排 泄(⑤)を,巣 の保護には警戒(⑩),攻 撃(⑪)等 の行動を,



Fig. 8. Activity of the founding female (Nest No. 7036) on 
                 April 29, 1957. 

  Table 4. Oviposition records of the founding females 
          during April 25th to  29  th.



Fig. 9. Activity of the founding female (Nest No. 7041) on 
                    May 3, 1957. 

Table 5. Analyses of the nesting activities by the founding 
 females during the early active period (expressed in %).

食物の収集及び給餌 としてまとめた行動には蜜の採集(⑳)以 下,食 卵と食仔(⑳)迄 の行

動をそれぞれ合算した.尚,目 的不明の外出とした行動は,こ の期間に於いては大部分,

蜜やアブラムシの分泌物等を摂食するための外出と,外 出中の休息であると推察 され る.

更に2,3の 説明を補足す ると,第4図 で8:30-9:30の 間に行つた最初の造巣行動,

第6図 の9:00-10:00の 間の造c行 動,第7図 の10:00-1:30の 間の造巣行動,第9

図の造巣行動等は総 て,巣 の支柱や背面に唾液を塗布 したもので,造 巣材料を採集して行

つた造巣行動ではない.

第2,3,4,5,6,8図 の最下欄の矢印はその時間に産卵を行つた ことを表すものであ

るが,詳 細な時刻は第4表 に示した.

これらの図や表,及 びその他の観察資料から観察の結果を要約して述べると;1)第2図

に示 したような発展段階のF;1い時期の巣では,日 中に於ける建設雌の活動の大部分を外出



Fig. 10. Activity of the founding female (Nest No. 7047) on 
                   May 3, 1957.

(個体維持の行動)と 造巣(種 族維持の行動)と が占めてお り,両 者を交互に行 う傾向が

強いようである.2)造 巣行動は週期的に行い,1f卵 を行つた 日は造巣活動も活発に行つ

ている.産 卵後や産卵 を行わない 日は造巣活動を全 く行わないか,行 つても余 り旺盛では

ない.3)産 卵を行わなかつた3例 の観察(第7,9,10図)を 除 く他の観察では,建 設雌

の日週活動に顕著な類似が見 られる。4)第5表 は第2-9図 に示した観察に基いて作製

した,諸 行動の午前と午後の割合を百分率で表したものである.こ の表によつても明 らか

なように,造 巣行動は午前中に,外 出は午後に多 く行 う傾向がある.叉,1日 の最初に,

相当長時間にわたつて行 う行動は多 くの場合造巣行動である.5)巣 の保護は 度々行 うが

短時間ずつであ り,幼 虫を育てるための食物の採集は未だ始めない.従 つて,こ の時期で

は 一般 に,個 体維持の行動に費す時間の方が種族維持の行動に費す時間より多い・6)第

7,9,10図 の観察に見 られる通 り,巣 によつてはこの時期の終 り頃,Ffく の期間,営 巣活

動が著 しく不活発にな り,休 息する時間が増加することがある.こ のような場合には産卵

を全 く行わないか,行 つても非常に少いようである.

考 察

"幼 虫が孵化す る迄の期間に於いては巣房の増加率と産卵率とは比較的並行して 変化す

る"こ とを報じた(守 本,1954b).第2-9図 及び,第4表 についてi造巣行動と産卵との

関係を考察すると,造 巣行動に続いて間もな く産卵を行 う場合が多 く,造 巣行動の週期を



産卵の週期とが大体に於いて一致することがわかる.卵 の成熟 と造巣行動,造 巣行動と産

卵との間に直接的な因果関係があるかどうか,こ こに挙げただけの資料では判然としない

が,少 くとも両者の間に密接なつなが りがあることだけは明らかに推察できる.

次に産卵と外出との関係を見ると,殆 んど総ての場合,産 卵後(1日2卵 以上産下した

例では最終の産卵後)は 長時間に及ぶ外出を行つている.第4図 のように午後,比 較的遅

く1回 だけ産卵した例では午前中に長時間外出している.

更に,前 節で述べた通 り,産 卵を行つた観察例 と行わなかつた観察例 とでは,建 設雌の

日週活動型に顕著な違いが認められるばかりでなく,産 卵が行われた観察例の間では建設

雌の日週活動の状態が類似していることに気付 くのである.

このように,幼 虫が出現する迄の発展段階の巣に於いては造巣,外 出等,こ の時期に於

ける建設雌の主な活動は産卵を廻つて略同じような型を示してお り,産 卵を境にして行動

の転換が起つているのは注目すべき点である.産 卵を促す体内の生理状態は建設雌の営巣

活動を喚起 し継続 させる一内因であると推察される.

叉,こ の時期の建設雌の日週活動は産卵を廻つて略同じような型を示すが,こ れは単独

性蜂類や前家族性蜂類に見 られる連鎖的な行動型 と類似していて,ア シナガバチ類に於い

ても,内 的な要因によつて展開する行動連鎖(種 に固有の先天的な行動系列)の 存在を暗

示するものである.

初めに触れたように,Deleuranceは 幼虫が出現する迄の期間の造巣行動は内的な要因

によつて行 うものであり,巣 柄造 り→ 新しい巣房の建造 → 房壁造 り,と 言 う順に連続 し

て生起する行動連鎖が認められること,そ の行動系列は非常に可塑性に乏しいことを報 じ

ている.

上述の考察の結論は,こ のDeleuranceの 造巣活動についての分析的な研究の結果 とも

類似してお り,社 会性蜂類の行動は単独性蜂類の行動 とは異 り,著 しく可塑性に富んだ,

複雑なものであるとみられていた従来の見解とは全 く相反す るものである.

造巣場所の相違による建設雌の活動の差(第4図 と第5図 の間に見られる全活動型の差

異)や,観 察を行つた 日の気象条件の違いに基ず く活動の差(第9図 及び第10図 の無産

卵と行動型の違い)が 生じているようにも思われるが,こ れらの観察結果や造巣場所につ

いての簡単な記述,及 び第2表 等によつては未だ判然としない.

摘 要

1.フ タモンアシナガバチを材料 とし,幼 虫が出現す る以前の,早 い発展段階にある巣

の建設雌について,基 本的な活動を観察した.観 察は1957年4月 下旬か ら5月 上旬にか

けて,野 外に於いて自然条件の下に行い,行 動の分析は第3表 に従つた.

2.観 察を行つた巣では'e`r.の 活動の大部分は造巣(種 族維持の行動)と 外出(個 体

維持の行動)と が占めてお り,一 日の最初に比較的長時間にわたつて行 う活動は,多 くの

場合造巣行動である.造 巣活動は週期的に行い,造 巣活動に続いて間もなく産卵を行 うこ

とが多い.叉,産 卵 した日は造巣活動を盛んに行つているが,産 卵しない 日は造巣活動を

全 く行わないか,若 しくは短時間行つているに過ぎない.長時間 に及ぶ一 日の主な外出は



午後,産 卵を終つた後に行 う傾向が顕著で,産 卵を境にして造巣 と外出との間に行動の転

換が起る.

3.幼 虫が孵化 する以前の期間に於ける建設雌の 日週活動が産卵を廻つて略同じような

型を示すことは,単 独性蜂類に見られる連鎖的な行動型と類似する点があ り,ア シナガバ

チ類に於いても内的な要因に基いて展開する先天的な行動連鎖の存在を暗示 している.

本研究を行 うに当つて種 々の御指導 と助言を賜わり,且 つ文献を貸与 され,校 閲の労を

取 られた安松京三先生,絶 えず激励 と鞭鑓を与えられた岩田久二雄先生に厚く感謝の意を

表する.
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 Summary 

    1. Investigations on the behaviour pattern of the founding females of 

Polistes chinensis antennalis Perez were carried out under natural conditions from 

the end of April to the beginning of May, 1957. During this period the nest 

produced no larvae. The behaviour pattern of the founding female was analysed 

by a system as shown in Table 3. 

   2. During this period most of the times spent by the founding female were 

occupied by the nest construction (behaviour supporting the maintenance of her 

brood) and going out from her nest (behaviour supporting the existence of 

herself). In many cases the behaviour which requires comparatively a longer 

time at the beginning of a day's active life was the nest construction. The 

construction behaviour of the nest took place periodically, and very often the 

oviposition followed each of such behaviour within a short time. In the day 

when the oviposition occurred, the construction behaviour of the nest was very 

active. On the contrary, the construction behaviour of the nest was seldom 

observed or observed very shortly on the day when the female laid no eggs. 

Change of the behaviour pattern occurred between the nest construction and 

going out from the nest after the oviposition in the afternoon. Namely, after 

the oviposition especially in the afternoon, the founding female showed the 

strong tendency of going out from her nest for comparatively a long time. 

   3. The fact that the daily rhythm of the behaviour pattern of each founding 

female before the hatching period of her brood takes the similar type in con-

nection with the oviposition resembles the chain of the behaviour pattern seen 

in the solitary wasps. In Polistes the analysis of the behaviour pattern suggests 

the existence of an inherent chain of behaviour which seems to be evoked by 

some internal releasing factors.


